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疎水性環境に暴露されることで誘導される微生物の熱耐性

生物資源科学部 応用生物科学科 准教授 岩淵 範之
目的・背景

原理・方法・結果・まとめ

われわれはRhodococcus属細菌を用いた炭化水素の分解方法に関する研究を行っており、これまでに、超音波
処理技術を使ってo/wエマルジョンを使った炭化水素分解を促進させる方法などを開発した(特許第4877900号、
特許第5532474号、特許第5747371号、特許第6695612号、特許第7088510号)。
培地/アルカン二相培養において培養されたRhodococcus属細菌の細胞は、通常、アルカン相に存在するが、
本研究では、この細胞を100℃、10分分間加熱処理をしても生きていることを見出した。一方でアルカンを添
加しない条件で培養した細胞をこの条件で加熱処理したところ、死滅した。このことは、細胞がアルカン相内
に存在することで、秘めていた同属細菌の熱耐性が誘導されたものと考えられた。
一般に、Methanopyrus属などの古細菌やThermus 属などの真性細菌は熱耐性を有することが知られており、
超好熱菌として取り扱われている。一方で、Bacillus属などの芽胞を有する場合も高い熱耐性を有することが知
られている。しかしながら、Rhodococcus属が熱耐性を有することや芽胞を形成することなどは知られていな
いため、本熱耐性はアルカン相に存在したことよる細胞の生理学的な変化に起因すると考えられた。また、本熱
耐性は、様々な応用が考えられることから、今後のより詳細な解析が必要である。
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